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いいかげんなことをしない生徒たれ！

①換気の悪い

密閉空間

②多数が集まる

密集場所

③間近で会話や発声

をする密接場面

「新型コロナウイルス感染症予防」に伴い休校が続いていますが，どのように生活していますか？今まで当たり

前にできていたことに様々な制約がかかり，違和感や不自由さを感じることが多々あると思います。そのような中

で今一度「臨時休校」が「何のため」のもので，「目的」は何なのか。そして今「何を守り，何をすべき」な

のかを各自よく考えて行動してください。例年とは全く違う年度初めとなっています。このような時こそ，状況判断

力を鍛え，将来に向かって前向きに挑戦する考えを心掛けてください。「進路実現」に関しては進路室より，多く

の企業で採用数を減らし，学校数も絞るとの情報がありました。当然，競争倍率も高くなります。しかし我々は

「鹿工」です。状況が厳しくなればなるほど鹿工生にはチャンスが広がります。どの時代でも「本物」が要求さ

れるからです。まさに君たちの出番であり，価値をアピ－ルする時です。その為にも，日常生活にプラスの付加価

値をつける言動を心掛け，確実に習慣にしてください。「いいかげんなことをしない生徒たれ！」

今まさに我々の武器であり，大きな強みです。この期間，特に下記のことを念頭において生活してください。

「緊急事態宣言」

発令中

不要不急の外出は

避ける

◎ ウイルスは人を

選びません！

孤立はしない。

今，孤独の時間を大切にする。

時には一人で考えたり，学んだりす

るのも大切であり，その際に大きく成

長もします。まさに今がその時です。

学習や読書，振り返りや今後の計画な

ど「考える」時間を増やしてください。

ネット上の誹謗中傷や

いじめは犯罪です そこ

に「いいね」と投稿する

のも同じで，許されること

ではありません。

また，他人の画像や個人

情報を無断で投稿するこ

とも同様です。

① 一度ネットに投稿した画像や発言を完全に消すことはできません。

② 投稿は瞬時に拡散し，回収は不可能です。

③ 実名が突き止められてネットにさらされる可能性があります。

④ 巧妙な罠が仕掛けられている可能性もあります。

ネット上に投稿することが，時にはどんな深刻な事態を招くのかをよく考える。

ネット上では直接会って話をしている場合と比べ，喜怒哀楽が激しくなる傾向が

あるので特に注意をする。人に対する誹謗中傷は相手を深く傷つけます。

投稿してしまってからでは手遅れということも．．．。反響の大きさと重い代

償に気づくのは，いずれもやってしまった後ということが多々あるので十分気を

つける。脳の発達のためゲ－ム依存にも注意！！

ル－ル違反かどうかだけでなく，それを見た人がどう思うかを常に考える。

ＳＮＳは不特定多数の人が見ることができるソ－シャルメディアです。

決して個人間のやり取りではないことを忘れないでください。

ネットにも注意！

「特性とル－ル」

先日ある番組でX JapanのYOSHIKIさんの言葉にとても感銘を受けました。皆さんに紹介します。

『今まで当たり前のようにあった世界が急に変わってしまう。今はそういうときなのかもしれないですね。で

も，暗闇は暗ければ暗いほど，小さな光が輝いて見える。今まで気付かなかった小さなことが，当たり前のよ

うにあった日常が，実はすごく大切なことだったんだな，自分にとってどれだけ素晴らしい人が周りにいたん

だろう，素晴らしいことが周りにあったんだろう，とても考えさせられます。』

※ 小さな光に気付き，改めて「感謝」の気持ちを大切にすると共に，小さな光を大きな光へと変えていきましょう！
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